
全
国
大
会
優
勝

８
月

日
（
水
）
東
京
武
道
館
に
て

10

第

回
全
国
柔
道
整
復
学
校
協
会
柔
道

55
大
会
が
行
わ
れ
た
。
男
子
が
５
人
制
リ

ー
グ
に
出
場
し
、
予
選
は
オ
ー
ル
一
本

勝
ち
、
決
勝
も
圧
倒
的
な
成
績
で
悲
願

の
初
優
勝
を
果
た
し
た
。
女
子
は
３
人

制
リ
ー
グ
に
出
場
し
、
奮
闘
し
た
が
、

予
選
敗
退
と
な
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
練
習
に
励
み
、
試

合
当
日
も
全
く
逃
げ
る
こ
と
の
な
い
攻

め
の
柔
道
で
あ
っ
た
。
吉
田
剛
章
監
督

が
特
に
声
を
か
け
る
こ
と
が
な
い
と
言

う
ほ
ど
の
完
璧
な
試
合
運
び
で
、
米
田

柔
整
専
門
学
校
が
開
校
し
て
以
来
初
め

て
の
全
国
優
勝
を
成
し
遂
げ
た
。

決
勝
を
勝
ち
抜
い
た
メ
ン
バ
ー
の
雄

姿
に
、
ベ
ン
チ
で
応
援
し
て
い
た
同
窓

会
の
先
輩
方
、
教
職
員
、
日
々
の
サ
ポ

ー
ト
を
担
っ
て
く
れ
た
学
生
ト
レ
ー
ナ

ー
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
ら
も
感
動
に

包
ま
れ
た
。先

鋒
：
佐
藤

歩
夢
（
一
年
）

次
鋒
：
成
田

虎
世
（
二
年
）

中
堅
：
篠
宮

壮
一
郎
（
一
年
）

副
将
：
中
島

臣
哉
（
三
年
）

大
将
：
下
田

英
樹
（
三
年
）

鈴
木

渓
司
（
三
年
）

鈴
木

一
弘
（
二
年
）

綱
島

陸

（
二
年
）

優
勝
報
告
会
開
催

「
第

回
全
国
柔
道
整
復
学
校
協
会

55

柔
道
大
会

男
子
５
人
制

優
勝
報
告

会
」
が
、
開
校
以
来
の
快
挙
を
祝
し
て
、

９
月

日
（
土
）

時
か
ら

時

24

14

15

30

分
ま
で
、
米
田
柔
整
専
門
学
校
内
の
会

場
に
て
、
学
校
役
員
、
同
窓
会
役
員
、

学
生
を
含
め

名
ほ
ど
の
参
加
者
で
開

150

催
さ
れ
た
。
吉
田
監
督
よ
り
成
績
報
告

と
選
手
紹
介
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
平
岩

一
郎
会
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

同
窓
会
よ
り
記
念
品
と
し
て
優
勝
を

記
念
し
た
タ
オ
ル
が
贈
呈
さ
れ
た
。
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校
長
就
任
挨
拶

米
田
柔
整
専
門
学
校
校
長

山
本
啓
司

こ
の
度
、
米

田

柔

整

専

門

学

校

に

校

長

と

し

て

就

任

し

ま

し

た

山

本
啓
司
と
申
し
ま
す
。

私
は
本
校
の

期
卒
業
生
で
す
。
卒

24

業
後
は
非
常
勤
講
師
と
し
て
平
成
６
年

か
ら
平
成

年
ま
で
の

年
間
お
世

23

18

話
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
を
育
て
て
い

た
だ
い
た
学
校
に
校
長
と
し
て
就
任
で

き
ま
し
た
喜
び
と
共
に
責
任
の
重
大
さ

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
た
い
へ
ん

緊
張
し
て
い
ま
す
。

学
校
か
ら
離
れ
て
い
ま
し
た
数
年
の
間

に
、
立
派
な
新
校
舎
が
建
ち
、
教
育
環

境
が
整
備
さ
れ
大
き
な
変
革
の
時
期
を

迎
え
て
い
る
の
だ
と
強
く
感
じ
ま
す
。

時
代
が
令
和
へ
と
遷
る
中
、
よ
り
よ
く

変
え
て
い
く
べ
き
も
の
と
変
え
て
は
な

ら
ぬ
も
の
を
見
極
め
、
米
田
の
教
育
理

念
を
礎
に
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

社
会
に
出
て
か
ら
様
々
な
シ
ー
ン
で

米
田
柔
整
卒
業
生
で
あ
る
事
と
米
田
の

歴
史
の
恩
恵
に
与
り
現
在
が
あ
る
こ
と

を
感
じ
て
参
り
ま
し
た
。
た
だ
た
だ
感

謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
歴
史
を
さ
ら
に
現
在
か
ら
未
来

へ
し
っ
か
り
と
引
継
ぎ
、
よ
り
高
度
な

技
術
と
確
か
な
知
識
、
豊
か
な
心
の
育

成
を
目
指
し
、
学
生
が
学
ぶ
楽
し
さ
を

実
感
で
き
る
学
校
づ
く
り
の
た
め
教
職

員
一
同
心
を
一
つ
に
し
て
教
育
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

校
長
と
し
て
若
輩
者
で
す
の
で
力
が

及
ば
な
い
部
分
も
多
々
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
努
力
を
惜
し
ま
ず
精
進
し
て
い

く
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
協
力
と
ご

支
援
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
就
任
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

校
長
退
任
挨
拶

岩
間
よ
し
ゑ

同
窓
会
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
益
々
ご
健
勝

に
て
ご
活
躍
の
事

と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

ま
た
、
学
校
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成

年
に
校
長
に
就
任
し
ま
し
た
時

26

に
は
〔
伝
統
あ
る
米
田
柔
整
専
門
学
校

の
校
長
と
い
う
重
責
が
、
こ
ん
な
未
熟

者
に
務
ま
る
の
か
〕
と
不
安
に
押
し
つ

ぶ
さ
れ
そ
う
な
日
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
私
に
多
く
の
方
々
が
助
け
舟
を
出

し
て
く
だ
さ
り
、
暖
か
い
言
葉
で
背
中

を
押
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
お
か
げ

さ
ま
で
、
８
年
も
の
長
き
に
わ
た
り
、

何
と
か
無
事
に
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
け

ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
等
、

明
日
が
見
え
な
い
状
況
が
続
く
と
思
わ

れ
ま
す
。
時
代
の
流
れ
の
中
で
学
校
も

変
革
の
時
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
荒
波

に
も
ま
れ
な
が
ら
、
新
し
い
時
代
に
も

存
在
意
義
を
持
つ
学
校
で
あ
り
続
け
る

た
め
、
皆
様
の
さ
ら
な
る
お
力
添
え
を

い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で

ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
全
て
の
皆
様
に

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
米
田
柔
整
専
門
学
校
な
ら

び
に
同
窓
会
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
心

よ
り
お
祈
り
し
て
退
任
の
挨
拶
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

※
岩
間
先
生
に
は
校
長
退
任
後
も
講

師
と
し
て
引
き
続
き
解
剖
学
を
ご
担
当

い
た
だ
き
ま
す
。

※
山
本
新
校
長
、
岩
間
先
生
の
ご
挨

拶
は
同
窓
会
誌

号
（
号
外
）
の
内
容

31

を
そ
の
ま
ま
再
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

学
校
新
体
制
に
つ
い
て

校
長

山
本
啓
司

副
校
長

船
戸
嘉
忠

校
長
補
佐

島
大
輔

校
長
補
佐

片
桐
幸
秀

教
務
主
査

生
駒
慎
二

西
條
嘉
人

吉
川
か
な
え

岡
田
章
平

飯
田
直
久

吉
田
剛
章

堀
田
篤

石
田
桃
子

松
原
太
朗

國
本
丙
基

奥
村
裕
明

※
敬
称
略

表
敬
訪
問

６
期
昼
間
部
卒
業
生
で
、
昭
和

年
47

４
月
か
ら
平
成

年
９
月
ま
で
の

15

31

年
５
ヶ
月
間
、
当
校
で
教
壇
に
立
た
れ

た
齋
藤

誠
会
員
が
、
「
第

回
愛
知
県

50

医
療
功
労
賞
」
（
読
売
新
聞
社
主
催
）

を
受
賞
し
た
。
そ
の
栄
誉
を
讃
え
る
た

め
に
、
令
和

年

月

日
（
土
）
、

4

4

16

平
岩
一
郎
会
長
が
齋
藤
会
員
の
豊
田
市

明
和
町
の
ご
自
宅
に
表
敬
訪
問
し
記
念

品
を
贈
呈
し
た
。

齋
藤
会
員
は
卒
業
生
や
在
校
生
に
向

け
て
「
柔
整
業
界
に
と
っ
て
現
在
は
厳

し
い
時
代
を
迎
え
て
い
る
。
包
帯
も
置

い
て
お
ら
ず
、
骨
も
接
げ
な
い
接
骨
院

が
散
見
さ
れ
、
柔
道
整
復
師
の
根
本
的

な
業
務
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
こ
う
し
た
時
代
に
な
っ
た
の
は
個

人
の
柔
道
整
復
師
の
責
任
と
思
っ
て
い

る
。
利
潤
ば
か
り
を
追
い
求
め
る
の
で

は
な
く
、
整
復
・
固
定
・
後
療
と
い
う

柔
道
整
復
師
業
務
の
原
点
に
戻
り
、
切

磋
琢
磨
し
て
知
識
や
技
術
を
身
に
付
け

て
い
っ
て
欲
し
い
」
と
述
べ
た
。

齋藤会員（右）
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訃
報

石
田
光
男
先
生

逝
去

母
校
の
教
員
を
長
ら
く
務
め
ら
れ
、

本
同
窓
会
の
創
立
、
発
展
の
為
に
ご
尽

力
い
た
だ
き
ま
し
た
石
田
光
男
先
生
が

令
和
４
年
７
月
８
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
享
年

で
し
た
。

86

先
生
は
母
校
の
創
立
時
か
ら
柔
整
実

技
の
教
員
と
し
て
実
技
を
中
心
に
実
践

的
な
講
義
を
行
わ
れ
、
平
成

年
に
退

21

任
さ
れ
る
ま
で
そ
の
名
人
技
を
我
々
に

ご
教
授
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
本
同
窓
会
の
創
立
に
関
わ
ら

れ
、
顧
問
と
し
て
同
窓
会
発
展
の
為
ご

尽
力
、
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
同
窓
会
が
現
在
あ
る
の
は
石
田
先

生
の
後
ろ
盾
が
あ
っ
た
か
ら
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

講
義
の
際
に
見
せ
る
笑
顔
を
忘
れ
ら

れ
な
い
同
窓
生
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

母
校
に
て
柔
道
医
科
学
研
究
会
開
催

令
和
４
年
７
月

日
（
土
）
・

日

30

31

（
日
）
に
、
米
田
柔
整
専
門
学
校
に
て
、

第
９
回
柔
道
医
科
学
研
究
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

２
日
間
に
渡
っ
て
開
催
さ
れ
た
研
究

会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
感
染
対

策
の
取
り
組
み
、
各
医
療
従
事
者
の
柔

道
へ
の
関
わ
り
方
、
柔
道
外
傷
な
ど
に

つ
い
て
一
般
演
題
５
演
題
、
ポ
ス
タ
ー

発
表
７
演
題
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
８
演
題

の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

初
日
は
、
米
田
病
院
院
長
・
柔
道
医

科
学
委
員
会
特
別
委
員
で
あ
る
米
田
實

先
生
の
ご
講
演
の
後
、

「
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト
に
望
む
も
の
」

を
テ
ー
マ
に
柔
道
医
科
学
委
員
会
副
委

員
長

紙
谷
武
先
生
（
東
海
学
園
大
学
）

と
井
上
康
生
先
生
（
東
海
大
学
）
が
対

談
し
ま
し
た
。

２
日
目
に
は
、
本
同
窓
会
副
会
長
で

あ
る
、
愛
知
県
柔
道
整
復
師
会
会
長

森
川
伸
治
先
生
が
柔
道
整
復
師
に
よ
る

救
護
活
動
の
歴
史
と
実
績
に
つ
い
て
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
発
表
後
、
柔
道
競
技

に
お
け
る
救
護
の
在
り
方
に
つ
い
て
フ

ロ
ア
の
参
加
者
と
様
々
な
意
見
の
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
特
別
演
題
と
し
て
名
古
屋
大

学
柔
道
部

二
村
雄
次
先
生
よ
り
柔
道

に
よ
る
絞
め
落
ち
の
生
理
学
的
研
究

人
体
実
験
研
究
報
告
の
総
括
と
題
し
た

ご
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
７
月

日
に
は
米
田
道
場
に

30

て
転
倒
予
防
教
室
も
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
井
上
康
生
先
生
、
塚
田
真
希
先
生

を
お
招
き
し
て
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン

ト
で
あ
り
、
参
加
し
た
子
供
た
ち
も
と

て
も
楽
し
そ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
ハ

イ
ラ
イ
ト
動
画
は
米
田
柔
整
専
門
学
校

公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
見
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
米
田
柔
整
専
門
学
校
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
検
索
サ
イ
ト
な
ど
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

石
田
姉
妹
全
日
本
形
協
議
会
優
勝

令
和
４
年
６
月

日
（
土
）
講
道
館

11

に
て
、
「
全
日
本
柔
道
形
競
技
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
投
の
形
」
「
固
の
形
」
「
極
の
形
」

「
柔
の
形
」
「
講
道
館
護
身
術
」
「
五
の

形
」
「
古
式
の
形
」
の
７
つ
の
形
の
う

ち
、
石
田
桃
子
（
本
校
教
員
）
・
真
理

子
組
は
「
柔
の
形
」
に
出
場
し
、
見
事

優
勝
し
ま
し
た
。
お
二
人
は
我
が
校
の

宝
で
す
。
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

令
和
４
年
９
月

日
（
土
）
に
米
田
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柔
整
専
門
学
校
に
て
交
通
事
故
治
療
に

つ
い
て
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
が

開
催
さ
れ
た
。
講
師
に
は
弁
護
士
法
人

心
グ
ル
ー
プ
の
小
島
隆
太
郎
先
生
・

能
勢
洋
匡
先
生
の
お
二
方
に
お
越
し
い

た
だ
い
た
。

交
通
事
故
に
不
可
欠
な

「
正
し
い
保
険
会
社
対
応
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
ご
教
授
い
た
だ
い
た
。
２
時
間

と
い
う
短
い
時
間
で
あ
っ
た
が
、
わ
か

っ
て
い
る
つ
も
り
で
実
は
理
解
で
き
て

い
な
か
っ
た
こ
と
や
全
く
知
ら
な
か
っ

た
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
セ
ミ

ナ
ー
の
最
後
に
は
、
十
分
な
質
疑
応
答

の
時
間
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
普
段
の

疑
問
が
解
決
で
き
た
。

第
２
回
と
し
て

月

日
（
土
）

10

15

に
患
者
様
・
保
険
会
社
と
の
ト
ラ
ブ
ル

防
止
に
欠
か
せ
な
い
「
適
切
な
交
通
事

故
対
応
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
の
講
演
も

あ
り
、
柔
整
師
と
し
て
必
要
な
知
識
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
。

２
０
２
２
年
度
定
期
総
会
に
つ
い
て

２
０
２
２
年
度
定
期
総
会
が
８
月
６
日

（
土
）
書
面
議
決
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

２
０
２
１
年
度
事
業
報
告･

決
算
報
告
、
会
計
監
査
報
告
、
２
０
２

２
年
度
事
業
計
画
案･

予
算
案
、
各
期

幹
事
変
更
、
会
費
徴
収
方
法
変
更
に
つ

い
て
、
同
窓
会
の
名
称
変
更
に
関
す
る

議
案
に
つ
い
て
の
審
議
を
行
い
、
賛
成

多
数
で
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

米
田
柔
整
専
門
学
校
同
窓
会
は
、
次

年
度
、
卒
業
生
だ
け
で
な
く
在
校
生
支

援
に
力
を
入
れ
る
た
め
に
、
「
米
田
柔

整
専
門
学
校
同
窓
会
・
校
友
会
」
に
名

称
変
更
す
る
予
定
で
す
。

今年は第49期の同級生のメンバー編成となり

ました。第29走者東谷篤憲選手から坂口聡選

手、加藤寛選手、吉沢真弘選手へとタスキを

つなぎました。絆が強いですね。

どれも力を入れたコラムとなっています。ぜ

ひ米田柔整同窓会のブログをご覧ください。

卒業生リレーコラム快走中


